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序章（Introduction） 

 私は台湾の台北教育大学を勉強し、専門は数学である。教育に興味があるだからこの四年間ず

っと台湾の数学教育を学んで行く。今は日本に留学するきっかけで日本の数学教育を勉強する。

日本と台湾ともアジア系であり、台湾は昔日本の植民時代も過ごした。私は日本の数学教育につ

いて最初あまり変わってないと思たが、実際に授業を取ったり、本を読んだりすると様々な違う

点のあることが分かった。日本が世界中の強国として、教育は重要な原因である。したがって、

私が見習うべきの点は数多くと思う。それを了解したい、そして留学の最後に更に日本の数学教

育と台湾の数学教育を比較と分析したいと思う。 

 調査内容だが、数学の時数と目標と学習内容は重要だ。そして本研究では教える方法の比較を

絞り込み、つまり教師として最も大事なことである。小学校の数学は一見簡単、誰でも出来るこ

ともよく言われた。しかし、教えるのは別の話である。知識を知ってると教えることをできるの

は一緒とは限らない。子供の言葉で子供たち分かるように教えるのは非常に難しいと考える。努

力しかではできない、様々な工夫が必要だ。学生は内容をどのぐらい分かるを判別する。そして

程度毎にどのような教える方法を使う。それはいつも教師にとって最も重要な課題である。 

 

第１章（Chapter 1） 

 日本の小学校の数学教科は算数と言われる。一年生の授業時数が136時間、二年生以上全部175

時間である。算数の時数は国語とともに一位で、小学校の教科には重要な位置を占める。算数の

目標は数量と図形についての基礎的な知識及び技能を身に付けること、日常の事象について見通

しを持つこと、筋道を立てて考えること、表現する能力を育てるとともに算数的活動の楽しさや

数理的な処理のよさに気付くことと進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てることであ

る。算数教科は「数と計算」、「量と測定」、「図形」及び「数量関係」の四つの領域を分けてい

る。一方、台湾の一年生から四年生までの授業時数は 120 時間、五六年生は 160 時間である。日

本より非常に数が少ない。国語の時間が最も多いが、国語は中国語と台湾語を分けている。数学

の目標はほとんど同じだが、「学生が他の人の解き方を評価し、その解き方を尊重すべきであ

る。」という目標が台湾しか強調しない。数学教科は「数と量」、「幾何」、「代数」、「統計」の四つ

の領域を分けている。名前は違うが内容は一緒である。教える順は教科書ごと違う。だから「足

し算と引き算」、「掛け算」、「割り算」、「割合」、「そろばん」という順で比較する。 

１、足し算と引き算 

 まずは足し算と引き算である。日本の教科書の例では







第３章（Chapter 3） 

 以上では単元ごとを比べる。それから数学の全体を比較して行きたいと思う。上も少し言及し

たのは日本の教科書の多元性である。日本の教科書は単純な数学の計算を教えてだけではなく、

算数の由来や面白い言葉の話などの部分もしばしば出る。台湾と比べて日本の数学の授業は更に

楽しいかもしれない。今台湾はある方向へ進みたいのは数学と生活の関連である。数多くの人は

数学と生活全く関連がないと思われる。その理由は買い物の時数字だけ覚えればいいだ。たかが

足し算と割り算しか使えない。私の考えはパソコンや他の電気品を開発するとき、物理と化学を

研究するとき、経済を分析するとき、数学は不可欠のものだ。しかし、人々の意見も一理があ

る。人全員は科学者と分析者にならない。だが、実は生活の中のことごとにも数学が必要だ。こ

こ台湾行きたい目標は日本も達成すると思う。生活的な問題、買い物を例えて言えば 800 円の

350ml のシャンプーと 500 円の 200ml のシャンプーどちが買い得ですか



結章（Conclusion） 

 今後台湾の教育は行きたい方向に以下の三つのようにまとめる。一つ目は更に生活的な数学を教え

ること、二つ目は様々な解き方を教えること、そして三つ目は算数だけではない楽しい数学を教える

ことである。研究者とかの人だけではない、普通の人は生活に様々な場合で数学が使える。それを理

解させる。台湾の教育部（日本の文部科学省に相当）の調査によると、小学生好きな科目という調査

の中では、数学は最も低い順位だそうだ。子供たちにもっと楽しい数学を教えることは子供たちが数

学好きになるかもしれない。そして色々な解き方を学び、自分の思考力も上がる。別の科目にも役が

立つ。 

 自分は数学の教育者として以上の点が非常に重要だと思う。単元ごとの比較はとっちがよいかはな

いである。子供によって相応しい教え方が違うと思われる。そのため、教師は様々な教える方法を身

に付くことは大事だ。私も今回の研究で数多くの教える方法が学んだ。今後の教師の生涯で必ずそれ

が役立つと考える。 
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